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第５章 計画の推進⽅策 

１ 子ども・子育て支援法に基づく「量の⾒込み」と確保⽅策 

（１）提供区域の設定 

本計画の策定にあたっては、保護者や子どもが居宅から容易に移動することができ、

質の高い教育・保育及び子育て支援の提供を受けることができるよう、地理的条件、人

口、交通事情その他の社会条件など地域の実情に応じて教育・保育提供区域を設定する

こととなっています。 

本市においては、現在の教育・保育の利用状況、提供のための施設の整備状況などを

総合的に勘案し、市内９町のうち、西条町を北部、南部に２分割した合計 10 区域を保

育提供区域として設定します。 

なお、教育・保育提供区域を超えた広域的な提供体制やさらに細かい区域での提供体

制が必要な場合は、事業ごとに区域を設定します。 

事業 提供区域 

幼児教育 7 区域 
市内人口集中地域（西条・八本松・高屋）・ 

志和・黒瀬・福富・豊栄・河内・安芸津 

保育 10 区域 
西条北部・西条南部・八本松・志和・高屋・ 

黒瀬・福富・豊栄・河内・安芸津 

地
域
子
ど
も
・子
育
て
支
援
事
業 

利用者支援事業 6 区域 
西条・市内西部（八本松・志和）・高屋・黒瀬・ 

市内北部（福富・豊栄・河内）・安芸津 

地域子育て支援拠点事業 

10 区域 
西条北部・西条南部・八本松・志和・高屋・ 

黒瀬・福富・豊栄・河内・安芸津 
一時預かり事業（幼稚園在園児以外） 

延長保育事業 

一時預かり事業（幼稚園在園児） 7 区域 
市内人口集中地域（西条・八本松・高屋）・ 

志和・黒瀬・福富・豊栄・河内・安芸津 

放課後児童クラブ（放課後児童健全

育成事業） 
33 区域 小学校区 

妊産婦健康診査 

1 区域 市全域 

乳児家庭全戸訪問事業 

養育支援訪問事業 

子育て短期支援事業 

子育て援助活動支援事業 

（就学後の放課後のファミリー・サポー

ト・センターにおける預かり） 

病児保育事業 
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（２）幼児教育の「量の⾒込み」と確保⽅策 

教育を必要とする 3 歳以上の児童（1 号認定）及び保育を必要とする３歳以上の児童

（２号認定）のうち教育を希望する家庭の児童を対象とし、幼児教育を提供します。 

 

ア 市内⼈⼝集中地域（⻄条・⼋本松・⾼屋地区） 
本地区は、市中央に位置し、JR 山陽本線西条駅周辺に形成されている西条地区と、

西条地区の東西に隣接する八本松地区と高屋地区からなる人口集中地域です。総人口、

就学前児童数ともに増加傾向にあります。 

現在、８か所の幼稚園と８か所の認定こども園があり、既存施設及び既存保育所（園）

の認定こども園への移行等により、量の見込みに対応する供給量を確保します。 

［市内人口集中地域（西条・八本松・高屋地区）の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 1,787 1,818 1,769 1,667 1,585 

 １号認定 1,524 1,554 1,509 1,408 1,325 

２号認定（幼稚園希望） 263 264 260 259 260 

② 確保の内容 1,956 1,956 1,956 1,956 1,956 

 特定教育・保育 406 406 406 406 406 

確認を受けない幼稚園※ 1,550 1,550 1,550 1,550 1,550 

達成状況（②-①） 169 138 187 289 371 

※確認を受けない幼稚園とは、子ども・子育て支援新制度において施設型給付を受ける特定教育・保育へ移行しな

い幼稚園。以下、同じ。 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

保育の無償化等により、幼児教育の量の見込み（需要量）が減少しているものの、これに対

する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期

計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。 

計画
実績

R3.4.1

1,818 1,407 -411 （ -22.6% ）

１号認定 1,554 1,186 -368 （ -23.7% ）

２号認定(幼稚園希望) 264 221 -43 （ -16.3% ）

1,956 1,946 -10 （ -0.5% ）

特定教育・保育 406 756 350 （ 86.2% ）

確認を受けない幼稚園 1,550 1,190 -360 （ -23.2% ）

138 539達成状況（②-①）

①量の見込み

②確保の内容

乖離の状況区分
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［市内人口集中地域（西条・八本松・高屋地区）の概況］ 
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イ 志和地区 
本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

令和２年度に既存保育所（園）１か所が認定こども園に移行し、量の見込みに対応

する供給量を確保します。 

［志和地区の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 5 5 5 5 4 

 １号認定 5 5 5 5 4 

２号認定（幼稚園希望） 0 0 0 0 0 

② 確保の内容 5 5 5 5 5 

 特定教育・保育 5 5 5 5 5 

確認を受けない幼稚園 0 0 0 0 0 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 1 

 

［志和地区の量の概況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

保育の無償化等により、幼児教育の量の見込み（需要量）が減少しているものの、これに

対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わ

ず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。 

計画
実績

R3.4.1

5 2 -3 （ -60.0% ）

１号認定 5 2 -3 （ -60.0% ）

２号認定(幼稚園希望) 0 0 0 （ 0.0% ）

5 5 0 （ 0.0% ）

特定教育・保育 5 5 0 （ 0.0% ）

確認を受けない幼稚園 0 0 0 （ 0.0% ）

0 3達成状況（②-①）

区分 乖離の状況

①量の見込み

②確保の内容
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ウ ⿊瀬地区 
本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

現在、１か所の幼稚園、２か所の認定こども園があり、今後も既存施設において量

の見込みに対応する供給量を確保します。 

［黒瀬地区の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 172 175 167 157 146 

 １号認定 137 140 133 123 113 

２号認定（幼稚園希望） 35 35 34 34 33 

② 確保の内容 279  279  279  279  279  

 特定教育・保育 179 179 179 179 179 

確認を受けない幼稚園 100 100 100 100 100 

達成状況（②-①） 107  104  112  122  133  

 

［黒瀬地区の量の概況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

保育の無償化等により、幼児教育の量の見込み（需要量）が減少しているものの、これ

に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わ

ず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。 

計画
実績

R3.4.1

175 130 -45 （ -25.7% ）

１号認定 140 95 -45 （ -32.1% ）

２号認定(幼稚園希望) 35 35 0 （ 0.0% ）

279 279 0 （ 0.0% ）

特定教育・保育 179 179 0 （ 0.0% ）

確認を受けない幼稚園 100 100 0 （ 0.0% ）

104 149達成状況（②-①）

区分 乖離の状況

①量の見込み

②確保の内容
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エ 福富地区 
本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

現在、２か所の認定こども園があり、今後も既存施設において量の見込みに対応す

る供給量を確保します。 

［福富地区の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 9 10 11 9 9 

 １号認定 9 10 11 9 9 

２号認定（幼稚園希望） 0 0 0 0 0 

② 確保の内容 20 20 20 20 20 

 特定教育・保育 20 20 20 20 20 

確認を受けない幼稚園 0 0 0 0 0 

達成状況（②-①） 11 10 9 11 11 

 

［福富地区の概況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

保育の無償化等により、幼児教育の量の見込み（需要量）が減少しているものの、これ

に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は見直しを行

わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。 

 

計画
実績

R3.4.1

10 1 -9 （ -90.0% ）

１号認定 10 1 -9 （ -90.0% ）

２号認定(幼稚園希望) 0 0 0 （ 0.0% ）

20 20 0 （ 0.0% ）

特定教育・保育 20 20 0 （ 0.0% ）

確認を受けない幼稚園 0 0 0 （ 0.0% ）

10 19

区分 乖離の状況

①量の見込み

②確保の内容

達成状況（②-①）
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オ 豊栄地区 
本地区は、市の北部に位置し、市役所豊栄支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

現在、１か所の認定こども園があり、今後も既存施設において量の見込みに対応す

る供給量を確保します。 

［豊栄地区の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 3 2 3 2 3 

 １号認定 3 2 3 2 3 

２号認定（幼稚園希望） 0 0 0 0 0 

② 確保の内容 10 10 10 10 10 

 特定教育・保育 10 10 10 10 10 

確認を受けない幼稚園 0 0 0 0 0 

達成状況（②-①） 7 8 7 8 7 

 

［豊栄地区の概況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離は見られない。 

計画
実績

R3.4.1

2 2 0 （ 0.0% ）

１号認定 2 2 0 （ 0.0% ）

２号認定(幼稚園希望) 0 0 0 （ 0.0% ）

10 10 0 （ 0.0% ）

特定教育・保育 10 10 0 （ 0.0% ）

確認を受けない幼稚園 0 0 0 （ 0.0% ）

8 8達成状況（②-①）

区分 乖離の状況

①量の見込み

②確保の内容
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カ 河内地区 
本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

現在、１か所の幼稚園があり、今後も既存施設において量の見込みに対応する供給

量を確保します。 

［河内地区の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 56 53 47 43 40 

 １号認定 49 47 42 38 35 

２号認定（幼稚園希望） 7 6 5 5 5 

② 確保の内容 100 100 100 100 100 

 特定教育・保育 0 0 0 0 0 

確認を受けない幼稚園 100 100 100 100 100 

達成状況（②-①） 44 47 53 57 60 

 

［河内地区の概況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

保育の無償化等により、幼児教育の量の見込み（需要量）が減少しているものの、これ

に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は見直しを行

わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。 

計画
実績

R3.4.1

53 31 -22 （ -41.5% ）

１号認定 47 26 -21 （ -44.7% ）

２号認定(幼稚園希望) 6 5 -1 （ -16.7% ）

100 100 0 （ 0.0% ）

特定教育・保育 0 0 0 （ 0.0% ）

確認を受けない幼稚園 100 100 0 （ 0.0% ）

47 69

区分 乖離の状況

①量の見込み

②確保の内容

達成状況（②-①）
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キ 安芸津地区 
本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

現在、１か所の幼稚園があり、今後も既存施設において量の見込みに対応する供給

量を確保します。 

［安芸津地区の量の見込みと確保の内容］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 37 36 31 28 24 

 １号認定 29 28 24 21 18 

２号認定（幼稚園希望） 8 8 7 7 6 

② 確保の内容 50 50 50 50 50 

 特定教育・保育 50  50  50  50  50  

確認を受けない幼稚園 0  0  0  0  0  

達成状況（②-①） 13 14 19 22 26 

［安芸津地区の概況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られない。 

 

計画
実績

R3.4.1

36 34 -2 （ -5.6% ）

１号認定 28 26 -2 （ -7.1% ）

２号認定(幼稚園希望) 8 8 0 （ 0.0% ）

50 50 0 （ 0.0% ）

特定教育・保育 50 50 0 （ 0.0% ）

確認を受けない幼稚園 0 0 0 （ 0.0% ）

14 16達成状況（②-①）

区分 乖離の状況

①量の見込み

②確保の内容



（３）保育の「量の⾒込み」と確保⽅策

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

号認定）を対象とし、保育を提供します。

 

ア 

就学前児童数ともに増加傾向にあります。

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

見込みに

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪

≪

（供給量）

 

①量の見込み

②確保の内容

達成状況（②-①）

（３）保育の「量の⾒込み」と確保⽅策

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

号認定）を対象とし、保育を提供します。

 ⻄条北部地区
本地区は、市中央に位置し、

就学前児童数ともに増加傾向にあります。

現在、保育所（園）、認定こども園が

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

見込みに対応

 

≪計画と実績の乖離の状況

≪見直し方針

量の見込み

（供給量）について

 

区分

①量の見込み

②確保の内容

特定教育・保育

特定地域型保育事業

その他

達成状況（②-①）

（３）保育の「量の⾒込み」と確保⽅策

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

号認定）を対象とし、保育を提供します。

⻄条北部地区 
本地区は、市中央に位置し、

就学前児童数ともに増加傾向にあります。

現在、保育所（園）、認定こども園が

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

対応する供給量を確保します。

［

  

績の乖離の状況

見直し方針≫  見直しを行

の見込み（需要量）について

については、実態に応じた見直し

区分

①量の見込み

②確保の内容

特定教育・保育

特定地域型保育事業

その他

達成状況（②-①）

（３）保育の「量の⾒込み」と確保⽅策

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

号認定）を対象とし、保育を提供します。

本地区は、市中央に位置し、JR

就学前児童数ともに増加傾向にあります。

現在、保育所（園）、認定こども園が

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

する供給量を確保します。

［西条北部地区の量の見込みと確保の内容

 

［西条北部地区の
績の乖離の状況≫ 

見直しを行う 

については、計画との大きな乖離は見られないが、確保の内容

実態に応じた見直し

2号認定 3号認定

143

計画

1,509

0

1,652

1,587

65

11 

（３）保育の「量の⾒込み」と確保⽅策 

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

号認定）を対象とし、保育を提供します。 

JR 山陽本線西条駅周辺に形成されています。総人口、

就学前児童数ともに増加傾向にあります。 

現在、保育所（園）、認定こども園が 20 か所ありますが、市内で最も待機児童が多

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

する供給量を確保します。 

西条北部地区の量の見込みと確保の内容

 

 
［西条北部地区の

、計画との大きな乖離は見られないが、確保の内容

実態に応じた見直しを行う。

3号認定 2号認定

170 -19

実績 R3.4.1

1,047 1,585

1,502

0

1,217 1,566

1,101

116

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

山陽本線西条駅周辺に形成されています。総人口、

か所ありますが、市内で最も待機児童が多

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

西条北部地区の量の見込みと確保の内容

［西条北部地区の概況］ 

、計画との大きな乖離は見られないが、確保の内容

を行う。 

2号認定 3号認定

-19 128

実績 R3.4.1

1,585 1,063

1,502 1,046

0 12

1,566 1,191

64 133

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

山陽本線西条駅周辺に形成されています。総人口、

か所ありますが、市内で最も待機児童が多

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

西条北部地区の量の見込みと確保の内容］ 

、計画との大きな乖離は見られないが、確保の内容

3号認定

（ 5.0%

（ -5.2%

（ -5.4%

（ 0.0%

（ -1.5%

128

乖離の状況

2号認定

-86

-85

0

1,063
76

1,046

12

1,191

133
-1

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

山陽本線西条駅周辺に形成されています。総人口、

か所ありますが、市内で最も待機児童が多

い地区であり、既存施設においても定員超過が常態化しています。 

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

、計画との大きな乖離は見られないが、確保の内容

5.0% ） （ 1.5%

-5.2% ） （ -2.1%

-5.4% ） （ -5.0%

0.0% ） （

-1.5% ） （ 14.7%

乖離の状況

2号認定 3号認定

-86 -26

-85 -55

0 12

76

-1 17

保育を必要とする３歳以上の児童（２号認定）、保育を必要とする３歳未満の児童（３

山陽本線西条駅周辺に形成されています。総人口、

か所ありますが、市内で最も待機児童が多

今後、特定教育・保育施設の開設や幼稚園から認定こども園の移行等により、量の

 

、計画との大きな乖離は見られないが、確保の内容

1.5% ）

-2.1% ）

-5.0% ）

― ）

14.7% ）

3号認定

-26

-55

12

16

17



イ 

就学前児童数は、増加傾向にあります。

供給量を確保します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪計画と

≪見直し方針

地域

の見直

確保を図る。

 

①量の見込み

②確保の内容

達成状況（②-①）

 ⻄条南部地区
本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

就学前児童数は、増加傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

供給量を確保します。

 

計画と実績の乖離の状況

見直し方針≫

地域間の人口偏在や年齢ごとの需給ギャップに対応するため、確保

の見直を行う。

確保を図る。 

区分

①量の見込み

特定地域型保育事業

特定教育・保育

その他

②確保の内容

達成状況（②-①）

⻄条南部地区 
本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

就学前児童数は、増加傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

供給量を確保します。 

［

  

実績の乖離の状況

≫  見直しを行う

間の人口偏在や年齢ごとの需給ギャップに対応するため、確保

。見直しに当たっては、西条北部地区を含めた西条地区全体

2号認定

特定地域型保育事業

特定教育・保育

その他

達成状況（②-①）

本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

就学前児童数は、増加傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

 

［西条南部地区の量の見込みと確保の内容

［西条南部地区の概況

 

実績の乖離の状況≫ 

見直しを行う 

間の人口偏在や年齢ごとの需給ギャップに対応するため、確保

に当たっては、西条北部地区を含めた西条地区全体

2号認定 3号認定

34

計画

204

0

238

0

238

12 

本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

就学前児童数は、増加傾向にあります。 

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

西条南部地区の量の見込みと確保の内容

西条南部地区の概況

間の人口偏在や年齢ごとの需給ギャップに対応するため、確保

に当たっては、西条北部地区を含めた西条地区全体

3号認定 2号認定

15 4

実績 R3.4.1

102 238

87 234

0

102 238

0

本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

西条南部地区の量の見込みと確保の内容

西条南部地区の概況］ 

間の人口偏在や年齢ごとの需給ギャップに対応するため、確保

に当たっては、西条北部地区を含めた西条地区全体

2号認定 3号認定

（

（

（

（

（

4 -18

実績 R3.4.1

238 102

234 120

0 0

238 102

0 0

本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

西条南部地区の量の見込みと確保の内容］ 

間の人口偏在や年齢ごとの需給ギャップに対応するため、確保の内容（供給

に当たっては、西条北部地区を含めた西条地区全体

（ 14.7% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

乖離の状況

2号認定

0

30

0

0

0

本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

の内容（供給量

に当たっては、西条北部地区を含めた西条地区全体で供給量の

） （ 37.9%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

乖離の状況

3号認定

0

0

0

33

0

本地区は、市の中央部の南側に位置し、利便性の高い市街地が形成されています。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

 

 

量）

量の

37.9% ）

0.0% ）

0.0% ）

0.0% ）

0.0% ）

0

33
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ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

込

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⼋本松地区
本地区は、市の西部に位置し、

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

現在、保育所（園）、認定こども園が

込みに対応する供給量を確保します。

 

≪計画と実績の乖離の状況

 

≪見直し方針≫

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

ない。 

 

区分

②確保の内容

①量の見込み

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

⼋本松地区 
本地区は、市の西部に位置し、

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

現在、保育所（園）、認定こども園が

みに対応する供給量を確保します。

  

実績の乖離の状況

≪見直し方針≫  見直しを行わない

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

区分

②確保の内容

①量の見込み

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の西部に位置し、JR

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

現在、保育所（園）、認定こども園が

みに対応する供給量を確保します。

［八本松地区の量の見込みと確保の内容

 

［八本松地区の量の見込みと確保の内容］
実績の乖離の状況≫ 

見直しを行わない

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

2号認定 3号認定

58

計画

532

474

0

532

0

13 

JR 山陽本線八本松駅周辺に地区の中心地が形成され

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

現在、保育所（園）、認定こども園が 10 か所あり、今後も既存施設において量の見

みに対応する供給量を確保します。 

八本松地区の量の見込みと確保の内容

 
［八本松地区の量の見込みと確保の内容］

見直しを行わない 

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

3号認定 2号認定

42 75

実績 R3.4.1

264 532

222 457

19

233 532

12

山陽本線八本松駅周辺に地区の中心地が形成され

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

か所あり、今後も既存施設において量の見

八本松地区の量の見込みと確保の内容

［八本松地区の量の見込みと確保の内容］

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

2号認定 3号認定

75 29

実績 R3.4.1

532 264

457 235

0 19

532 233

120

山陽本線八本松駅周辺に地区の中心地が形成され

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

か所あり、今後も既存施設において量の見

八本松地区の量の見込みと確保の内容］ 

［八本松地区の量の見込みと確保の内容］ 

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

（ -3.6% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

乖離の状況

2号認定

0

-17

0

0

0

山陽本線八本松駅周辺に地区の中心地が形成され

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。

か所あり、今後も既存施設において量の見

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

（ 5.9% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

乖離の状況

3号認定

13

0

0

0

0

山陽本線八本松駅周辺に地区の中心地が形成され

ています。総人口はやや増加傾向、就学前児童数は横ばいの状況となっています。 

か所あり、今後も既存施設において量の見

 

量の見込み（需要量）と確保の内容（供給量）共に、計画との乖離はほぼ見られ

）

）

）

）

）
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します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪

 

≪

充足してい

見込み（需要量）に応

 

②確保の内容

①量の見込み

達成状況（②-①）

 志和地区 
本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が４か所あり、

します。 

今後もこれらの施設において

 

≪計画と実績の乖離の状況

 

≪見直し方針

いずれも実績が計画を下回っているものの、

充足している

見込み（需要量）に応

 

区分

②確保の内容

①量の見込み

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

 
本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が４か所あり、

今後もこれらの施設において

  

績の乖離の状況

見直し方針≫  見直しを行わない

いずれも実績が計画を下回っているものの、

ることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

見込み（需要量）に応じた検討を行う。

区分

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が４か所あり、

今後もこれらの施設において、量の見込みに

［志和地区の量の見込みと確保の内容

［志和地区の量の見込みと確保の内容］

 

績の乖離の状況≫ 

見直しを行わない

いずれも実績が計画を下回っているものの、

今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

じた検討を行う。

2号認定 3号認定

11

計画

125

114

0

125

0

14 

本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が４か所あり、うち１か所が令和２年度に認定こども園に移行

、量の見込みに

志和地区の量の見込みと確保の内容

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［志和地区の量の見込みと確保の内容］

見直しを行わない 

いずれも実績が計画を下回っているものの、

今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

じた検討を行う。 

3号認定 2号認定

1 15

実績 R3.4.1

60 114

59

0

60 114

0

本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

うち１か所が令和２年度に認定こども園に移行

、量の見込みに対応する供給量を確保します。

志和地区の量の見込みと確保の内容

［志和地区の量の見込みと確保の内容］

いずれも実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給

今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

2号認定 3号認定

15 8

実績 R3.4.1

114 51

99 43

0 0

114 51

00

本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

うち１か所が令和２年度に認定こども園に移行

する供給量を確保します。

志和地区の量の見込みと確保の内容］ 

［志和地区の量の見込みと確保の内容］ 

の内容（供給量）

今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

（ -13.2% ）

（ -8.8% ）

（ -8.8% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

乖離の状況

2号認定

-11

-15

-11

0

0

本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

うち１か所が令和２年度に認定こども園に移行

する供給量を確保します。

）は現行計画で

今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

） （ -27.1%

） （ -15.0%

） （ -15.0%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

乖離の状況

3号認定

-16

-9

-9

0

0

本地区は、市の西部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

うち１か所が令和２年度に認定こども園に移行

する供給量を確保します。 

 

計画で

今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の

-27.1% ）

-15.0% ）

-15.0% ）

0.0% ）

0.0% ）

-16

-9



オ 

ています。総人口、就学前児童数

こども園に移行します。

 

 

 

 

 

 

≪

 

≪

込み（

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

討を行う。

 

①量の見込み

②確保の内容

達成状況（②-①）

 ⾼屋地区 
本地区は、市の東よりに位置し、

ています。総人口、就学前児童数

現在、保育所（園）と認定こど

こども園に移行します。

今後もこれら

 

≪計画と実績の乖離の状況

≪見直し方針≫

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、

込み（需要量）に対する

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

討を行う。 

①量の見込み

区分

特定教育・保育

特定地域型保育事業

②確保の内容

達成状況（②-①）

その他

 
本地区は、市の東よりに位置し、

ています。総人口、就学前児童数

現在、保育所（園）と認定こど

こども園に移行します。

これらの施設において

  

実績の乖離の状況

≫  見直しを行わない

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、

）に対する確保

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

2号認定
区分

特定教育・保育

特定地域型保育事業

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の東よりに位置し、

ています。総人口、就学前児童数

現在、保育所（園）と認定こど

こども園に移行します。 

において、量の見込みに

［高屋地区の量の見込みと確保の内容

［高屋地区の量の見込みと確保の内容］

 

実績の乖離の状況≫ 

見直しを行わない 

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、

確保の内容（供給

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

2号認定 3号認定

129

365

計画

0

494

494

0

15 

本地区は、市の東よりに位置し、JR 山陽本線西

ています。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）と認定こども園が６か所あり、

、量の見込みに

高屋地区の量の見込みと確保の内容

［高屋地区の量の見込みと確保の内容］

 

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、

の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

3号認定 2号認定

74 83

200 414

実績 R3.4.1

0

262 494

274 497

12

山陽本線西高屋駅周辺に地区の中心が形成され

ともに減少傾向にあります。

も園が６か所あり、うち１か所が令和２年度に認定

量の見込みに対応する供給量を確保します。

高屋地区の量の見込みと確保の内容

［高屋地区の量の見込みと確保の内容］

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、

、現行計画で充足していることから、今

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

2号認定 3号認定

83 63

414 208

実績 R3.4.1

0 0

494 262

497 271

3 9

高屋駅周辺に地区の中心が形成され

ともに減少傾向にあります。 

うち１か所が令和２年度に認定

する供給量を確保します。

高屋地区の量の見込みと確保の内容］ 

［高屋地区の量の見込みと確保の内容］ 

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、

、現行計画で充足していることから、今

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

（ 13.4% ）

（ 0.6% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ ― ）

49

乖離の状況

2号認定

0

0

3

3

高屋駅周辺に地区の中心が形成され

うち１か所が令和２年度に認定

する供給量を確保します。

３号認定の確保の内容（供給量）を除き、実績が計画を上回っているものの、量の見

、現行計画で充足していることから、今

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

） （ 4.0%

） （ -1.1%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

） （ -25.0%

3号認定

8

乖離の状況

0

-3

0

-3

高屋駅周辺に地区の中心が形成され

うち１か所が令和２年度に認定

する供給量を確保します。 

 

 

の見

、現行計画で充足していることから、今

回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検

4.0% ）

-1.1% ）

0.0% ）

0.0% ）

-25.0% ）

8

-3



カ 

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

込みに

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪計画と

 

≪見直し方針

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っ

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

めて量の見込み（需要量）に応じた

 

①量の見込み

②確保の内容

達成状況（②-①）

 ⿊瀬地区 
本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）と認定こども園が

込みに対応する供給量を確保します。

 

計画と実績の乖離の状況

見直し方針≫

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っ

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

めて量の見込み（需要量）に応じた

 

①量の見込み

区分

特定教育・保育

特定地域型保育事業

②確保の内容

達成状況（②-①）

その他

 
本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）と認定こども園が

する供給量を確保します。

  

実績の乖離の状況

≫  見直しを行わない

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っ

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

めて量の見込み（需要量）に応じた

2号認定

特定教育・保育

特定地域型保育事業

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）と認定こども園が

する供給量を確保します。

［黒瀬地区の量の見込みと確保の内容

［黒瀬地区の量の見込みと確保の内容］

 

実績の乖離の状況≫ 

見直しを行わない 

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っ

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

めて量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。

2号認定 3号認定

78

322

計画

0

400

400

0

16 

本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）と認定こども園が 7 か所あり、今後も既存施設において量の見

する供給量を確保します。 

黒瀬地区の量の見込みと確保の内容

［黒瀬地区の量の見込みと確保の内容］

 

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているも

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

検討を行う。 

3号認定 2号認定

24 116

161 284

実績 R3.4.1

0

185 400

185 400

0

本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

か所あり、今後も既存施設において量の見

黒瀬地区の量の見込みと確保の内容

［黒瀬地区の量の見込みと確保の内容］

ているものの、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

2号認定 3号認定

（

（

（

（

（

116 33

284 152

実績 R3.4.1

0 0

400 185

400 185

0 0

本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

います。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

か所あり、今後も既存施設において量の見

黒瀬地区の量の見込みと確保の内容］ 

［黒瀬地区の量の見込みと確保の内容］ 

のの、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

（ -11.8% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

（ 0.0% ）

-38

乖離の状況

2号認定

0

0

0

0

本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

か所あり、今後も既存施設において量の見

のの、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

（ -5.6%

（ 0.0%

（ 0.0%

（ 0.0%

（ 0.0%

3号認定

-9

乖離の状況

0

0

0

0

本地区は、市の南西部に位置し、市役所黒瀬支所周辺に地区の中心地が形成されて

か所あり、今後も既存施設において量の見

 

 

のの、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらた

）

）

）

）

）



キ 

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

供給量を確保します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪計画と

 

≪見直し方針

２号認定

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

行う。

②確保の内容

①量の見込み

達成状況（②-①）

 福富地区 
本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

供給量を確保します。

 

計画と実績の乖離の状況

見直し方針≫

２号認定の量の見込み（

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

行う。 

区分

②確保の内容

①量の見込み

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

 
本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

供給量を確保します。 

［福富地区の量の見込みと確保の内容］

  

実績の乖離の状況

≫  見直しを行わない

の量の見込み（

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

2号認定
区分

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

 

［福富地区の量の見込みと確保の内容

［福富地区の量の見込みと確保の内容］

 

実績の乖離の状況≫ 

見直しを行わない 

の量の見込み（需要量）の実績

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

2号認定 3号認定

28

計画

54

26

0

54

0

17 

本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

福富地区の量の見込みと確保の内容

［福富地区の量の見込みと確保の内容］

 

）の実績が計画を上回っている

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

3号認定 2号認定

15 20

実績 R3.4.1

26 54

11 34

0

26 54

0

本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

福富地区の量の見込みと確保の内容

［福富地区の量の見込みと確保の内容］

が計画を上回っている

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

2号認定 3号認定

20 19

実績 R3.4.1

54 26

34 7

0 0

54 26

00

本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

福富地区の量の見込みと確保の内容］ 

［福富地区の量の見込みと確保の内容］ 

が計画を上回っているものの

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

（ 30.8%

（ 0.0%

（ 0.0%

（ 0.0%

（ 0.0%

乖離の状況

2号認定

0

8

0

0

0

本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

現在、認定こども園が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応

ものの、量の見込み

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

） （ -36.4%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

） （ 0.0%

乖離の状況

3号認定

-4

0

0

0

0

本地区は、市の北部に位置し、市役所福富支所周辺に地区の中心地が形成されてい

対応する

 

 

量の見込み

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

-36.4% ）

0.0% ）

0.0% ）

0.0% ）

0.0% ）

3号認定

-4

0

0

0

0



ク 

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

供給量を確保します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 豊栄地区 
本地区は、市の北部に位置し、市役所豊栄支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が１か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

供給量を確保します。

 

≪計画と実績の乖離の状況

 

≪見直し方針

２号認定の量の見込み（需要量）の実績が計画を上回っているものの、量の見込み

（需要量）に対する確保の内容（供給量）は、現行計画で充足していることから、今回は

見直しを行わず、次期計画策定時に、あらためて量の見込み（需要量）に応じた検討を

行う。 

①量の見込み
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特定地域型保育事業

②確保の内容

達成状況（②-①）

その他

 
本地区は、市の北部に位置し、市役所豊栄支所周辺に地区の中心地が形成されてい

ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が１か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

供給量を確保します。 

  

績の乖離の状況

見直し方針≫  見直しを行わない
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ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が１か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

 

［豊栄地区の量の見込みと確保の内容

［豊栄地区の量の見込みと確保の内容］
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ます。総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、認定こども園が１か所あり、今後も既存施設において量の見込みに
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［豊栄地区の量の見込みと確保の内容］

見直しを行わない 
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供給量を確保します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪

 

≪

については、実態に応じた見直しを行

②確保の内容

①量の見込み

達成状況（②-①）

 河内地区 
本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

供給量を確保します。

 

≪計画と実績の乖離の状況

≪見直し方針≫

確保の内容（供給量）については、計画との乖離は見られないが、量の見込み（需要量）

については、実態に応じた見直しを行

区分

②確保の内容

①量の見込み

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

 
本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

供給量を確保します。 

  

績の乖離の状況

し方針≫  見直しを行う

確保の内容（供給量）については、計画との乖離は見られないが、量の見込み（需要量）

については、実態に応じた見直しを行

区分

特定地域型保育事業

特定教育・保育

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

 

［河内地区の量の見込みと確保の内容

［河内地区の量の見込みと確保の内容］

 

績の乖離の状況≫ 

見直しを行う 

確保の内容（供給量）については、計画との乖離は見られないが、量の見込み（需要量）

については、実態に応じた見直しを行
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本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。
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本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する
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本地区は、市の東部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が２か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応する

河内地区の量の見込みと確保の内容］ 

［河内地区の量の見込みと確保の内容］ 

確保の内容（供給量）については、計画との乖離は見られないが、量の見込み（需要量）
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供給量を確保します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安芸津地区
本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

供給量を確保します。

 

≪計画と実績の乖離の状況

 

≪見直し方針

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらため

て量の見込み（需要量）に

①量の見込み

区分

特定教育・保育

特定地域型保育事業

②確保の内容

達成状況（②-①）

その他

安芸津地区 
本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

供給量を確保します。 

  

実績の乖離の状況

見直し方針≫  見直しを行わない

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらため

て量の見込み（需要量）に

①量の見込み

区分

特定教育・保育

特定地域型保育事業

②確保の内容

達成状況（②-①）

その他

本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

 

［安芸津地区の量の見込みと確保の内容

［安芸津地区の量の見込みと確保の内容］

 

実績の乖離の状況≫ 

見直しを行わない

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらため

て量の見込み（需要量）に応じた検討を行う。
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本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

安芸津地区の量の見込みと確保の内容

［安芸津地区の量の見込みと確保の内容］

見直しを行わない 

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらため

応じた検討を行う。 
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本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

安芸津地区の量の見込みと確保の内容

［安芸津地区の量の見込みと確保の内容］

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらため
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現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに

安芸津地区の量の見込みと確保の内容］ 

［安芸津地区の量の見込みと確保の内容］ 

量の見込み（需要量）の実績が計画を下回っているものの、、確保の内容（供給量）は

現行計画で充足していることから、今回は見直しを行わず、次期計画策定時に、あらため
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本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。

現在、保育所（園）が３か所あり、今後も既存施設において量の見込みに対応
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-27.8% ） （ -30.8%

0.0% ） （

0.0% ） （

0.0% ） （

0.0% ） （

3号認定

-25

乖離の状況

2号認定

0

0

0

0

本地区は、市の南部に位置し、総人口、就学前児童数ともに減少傾向にあります。 
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（４）地域⼦ども・⼦育て⽀援事業の「量の⾒込み」と確保⽅策 

地域子ども・子育て支援事業の事業ごとの「量の見込み」と対応する提供体制の確保

方策及びその実施時期を定めます。 

 

ア 利⽤者⽀援事業 
子ども及び子どもの保護者が身近な場所で、教育・保育施設や地域の子ども・子育

て支援事業等の情報提供及び必要に応じた相談・助言等を行うとともに、関係機関と

の連絡調整等を実施する事業です。 

≪確保の内容≫ 
 妊娠期から子育て期にわたる相談窓口を子育て世代が多い西条地区に６か所、そ

の他の日常生活圏域にも設置し、本事業を実施します。 

 実施場所は、市役所をはじめ、日常生活圏域内の子育て支援センター等の子ども

や子育て家庭が利用しやすい場所とします。 

 利用者からの様々な相談等に対応できるよう職員の資質向上のための研修、会議

の開催や関係機関との連携協力を行っていきます。 

［利用者支援事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：施設（か所）） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 市計 15 15 15 15 15 

量
の
見
込
み
の
内
訳 

西条 6 6 6 6 6 

八本松・志和 2 2 2 2 2 

高屋 1 1 1 1 1 

黒瀬 2 2 2 2 2 

福富・豊栄・河内 3 3 3 3 3 

安芸津 1 1 1 1 1 

② 確保の内容 市計 15 15 15 15 15 

確
保
の
内
容
の
内
訳 

西条 6 6 6 6 6 

八本松・志和 2 2 2 2 2 

高屋 1 1 1 1 1 

黒瀬 2 2 2 2 2 

福富・豊栄・河内 3 3 3 3 3 

安芸津 1 1 1 1 1 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

計画策定後、西条地区に増設しており、今後も出生数の多い地域について

増設を予定しているため、見直しを行う。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 15 17 2 （ 13.3% ）

②確保の内容　市計 15 17 2 （ 13.3% ）

乖離の状況

参考：各施設における提供事業の状況 

 

【 基　本　型 】

【母子保健型】

【保育ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ】

：利用者支援（当事者目線に立った寄り添い方の支援）と地域連携（地域の子育て
支援ネットワークに基づく支援）の２本柱で構成される事業

：保健士等の専門職が、妊娠期から子育て期にわたって様々な相談に応じ、情報提
供や支援プランの策定等を行う事業

：保育サービスに関する相談に応じ、保育サービスに関する情報提供や利用支援を
行う事業

基本型 母子保健型 保育コンシェルジュ

市役所
（出産育児サポートセンター、保育課）

○ ○ ○

すくすくサポート西条北 ○

すくすくサポート西条南 ○

すくすくサポート寺家 ○ ○

キッズプラザひがしひろしま（ゆめもくば） ○

すくすくサポート八本松 ○

すくすくサポート志和 ○

すくすくサポート高屋 ○

すくすくサポート黒瀬 ○ ○

すくすくサポート福富 ○

すくすくサポート豊栄 ○

すくすくサポート河内 ○

すくすくサポート安芸津 ○
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イ 地域⼦育て⽀援拠点事業 
乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、

情報の提供、助言その他の援助を行う事業です。 

≪確保の内容≫ 
 各区域において地域子育て支援センターを設置し、それぞれの地域特性に応じて

支援内容の充実を図ります。 

［地域子育て支援拠点事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：人回/年） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 市計 111,600 109,944 108,540 104,508 99,708 

量
の
見
込
み
の
内
訳 

西条北部 53,193 53,204 53,000 51,665 50,004 

西条南部 11,756 12,215 12,121 11,776 11,467 

八本松 19,573 18,949 18,914 18,361 17,598 

志和 1,384 1,325 1,156 1,048 986 

高屋 11,242 10,818 10,452 9,716 8,971 

黒瀬 8,784 8,358 7,747 7,192 6,488 

福富 859 800 799 726 725 

豊栄 859 860 799 726 665 

河内 1,456 1,337 1,502 1,441 1,200 

安芸津 2,494 2,078 2,050 1,857 1,604 

② 確保の内容 市計 111,600 109,944 108,540 104,508 99,708 

確
保
の
内
容
の
内
訳 

西条北部 53,193 53,204 53,000 51,665 50,004 

西条南部 11,756 12,215 12,121 11,776 11,467 

八本松 19,573 18,949 18,914 18,361 17,598 

志和 1,384 1,325 1,156 1,048 986 

高屋 11,242 10,818 10,452 9,716 8,971 

黒瀬 8,784 8,358 7,747 7,192 6,488 

福富 859 800 799 726 725 

豊栄 859 860 799 726 665 

河内 1,456 1,337 1,502 1,441 1,200 

安芸津 2,494 2,078 2,050 1,857 1,604 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

 

  
≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

利用者数の減少は、新型コロナウイルス感染症の影響による休館や利用制限など一時

的なものである。令和２・３年度で地域子育て支援センターやひろば型子育て支援拠点を開

設しており、今後も子育て支援事業の拡充を検討していることから、地域ごとに確保の内容

（供給量）の見直しを行う。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 109,944 57,417 -52,527 （ -47.8% ）

②確保の内容　市計 109,944 57,417 -52,527 （ -47.8% ）

乖離の状況
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ウ 妊産婦健康診査 
妊婦健康診査は、①健康状態の把握、②検査計測、③保健指導を実施し、妊婦の健

康の保持増進を目的に実施する事業です。また、産婦健康診査は産後うつの予防や新

生児への虐待予防等を目的に実施する事業です。 

≪確保の内容≫ 
 全ての妊産婦が全国の医療機関で受診できる体制を提供します。 

〔実施場所〕 医療機関、助産所 

〔検査項目〕 基本的な健康診査（問診、診察、計測等） 

必要に応じた医学的な検査（血液検査、子宮頸がん検査、超音波検査等） 

産後うつに関する問診 

〔実施時期〕 妊娠初期より妊娠 23 週まで：４週間に１回 

妊娠 24 週より妊娠 35 週まで：２週間に１回 

妊娠 36 週以降分娩まで：１週間に１回  

産後２週及び産後１か月：各１回 

［妊婦健康診査の量の見込みと確保方策］ 

（単位：人回） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 32,110 32,091 32,072 32,053 32,034 

② 確保の内容 32,110 32,091 32,072 32,053 32,034 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

 

 

エ 乳児家庭全⼾訪問事業 
生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や

養育環境等の把握を行う事業です。 

≪確保の内容≫ 
 生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問します。 

〔実施体制〕 保健師・助産師 

〔実施機関〕 東広島市 

［乳児家庭全戸訪問事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 1,671 1,689 1,691 1,673 1,640 

② 確保の内容 1,671 1,689 1,691 1,673 1,640 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

出生数の減少により、実績が計画を下回っているものの、量の見込み（需要量）に対する

確保の内容（供給量）は現行計画で充足していることから、見直しを行わない。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 32,091 28,409 -3,682 （ -11.5% ）

②確保の内容　市計 32,091 28,409 -3,682 （ -11.5% ）

乖離の状況

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない（妊産婦健康診査と同様） 

 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 1,689 1,417 -272 （ -16.1% ）

②確保の内容　市計 1,689 1,417 -272 （ -16.1% ）

乖離の状況
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オ 養育⽀援訪問事業等 
◆養育支援訪問事業 

養育支援が特に必要な家庭に対して、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言

を行うことにより当該家庭の適切な養育の実施を確保します。 

◆子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業（その他要保護児童等の支援に資する事業） 

要保護児童対策地域協議会（子どもを守る地域ネットワーク）の機能強化を図るた

め、ネットワーク構成員の専門性強化と関係機関の連携強化を図る取組みを実施する

事業です。 

≪確保の内容≫ 
 子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業により、構成員の専門性強化と関係

機関の連携強化を図りつつ、養育支援が特に必要な家庭に対して、養育支援訪問

を実施します。 

〔実施体制〕 保健師・助産師・子育てヘルパー 

〔実施機関〕 東広島市 

［養育支援訪問事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：件） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 525 520 520 515 515 

② 確保の内容 525 520 520 515 515 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

 

 

カ ⼦育て短期⽀援事業 
保護者の疾病等により、家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児

童について、児童養護施設等に入所させ、必要な保護を行う事業（短期入所生活援助

事業（ショートステイ事業）及び夜間養護等事業（トワイライトステイ事業））です。 

≪確保の内容≫ 
 既存の施設において、一時的に養育が困難になった家庭の児童に必要な保護を行

います。 

 

［子育て短期支援事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：人日/年） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 36 36 36 36 36 

② 確保の内容 36 36 36 36 36 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

子育てに不安を抱える家庭は増加傾向にあるため、現状に応じた見直しを行う。 

 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 520 810 290 （ 55.8% ）

②確保の内容　市計 520 810 290 （ 55.8% ）

乖離の状況

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

利用者の減少は、新型コロナウイルス感染症の影響によるものであり、その差もわず

かであるため、見直しは行わない。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 36 27 -9 （ -25.0% ）

②確保の内容　市計 36 27 -9 （ -25.0% ）

乖離の状況
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キ 一時預かり事業 
家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、主として

日中、認定こども園、幼稚園、保育所（園）、その他の場所において一時的に預かり、

必要な保育を行う事業です。 

 

◆ 保育所（園）等における一時預かり事業 

≪確保の内容≫ 
 新規開設を予定している保育所（園）に対し、事業の実施を要請していきます。 

 現時点において認可定員を超過し受け入れを行っている保育所（園）は、一時保

育を実施する余裕がないため、今後の保育所（園）新設などにより各保育所（園）

が利用定員範囲内での運営が可能な状況をつくり、余剰能力を一時預かり事業に

活用します。 

［一時預かり事業の量の見込みと確保方策］ 

（保育所（園）等における一時預かり事業） 

（単位：人回/年） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 市計 10,157 9,896 9,530 9,129 8,765 

量
の
見
込
み
の
内
訳 

西条北部 5,163 5,074 4,952 4,805 4,684 

西条南部 1,187 1,151 1,155 1,111 1,076 

八本松 1,898 1,897 1,826 1,722 1,668 

志和 67 67 67 66 39 

高屋 1,313 1,241 1,122 1,041 968 

黒瀬 450 402 344 320 266 

福富 16 16 16 16 16 

豊栄 31 16 16 16 16 

河内 16 16 16 16 16 

安芸津 16 16 16 16 16 

② 確保の内容 市計 10,157 9,896 9,530 9,129 8,765 

確
保
の
内
容
の
内
訳 

西条北部 5,163 5,074 4,952 4,805 4,684 

西条南部 1,187 1,151 1,155 1,111 1,076 

八本松 1,898 1,897 1,826 1,722 1,668 

志和 67 67 67 66 39 

高屋 1,313 1,241 1,122 1,041 968 

黒瀬 450 402 344 320 266 

福富 16 16 16 16 16 

豊栄 31 16 16 16 16 

河内 16 16 16 16 16 

安芸津 16 16 16 16 16 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

利用者の減少は、新型コロナウイルス感染症の影響によるものであるため、見直しは行わな

い。 

但し、一部の利用が増加している地域については、利用実態に応じた見直しを行う。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 9,896 4,914 -4,982 （ -50.3% ）

②確保の内容　市計 9,896 4,914 -4,982 （ -50.3% ）

乖離の状況
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◆ 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり事業 

≪確保の内容≫ 
 現状において、幼稚園の預かり保育は希望者に対して十分に行き渡っており、今

後も、既存の施設での実施により確保します。 

［一時預かり事業の量の見込みと確保方策］ 

（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり事業） 

（単位：人回/年） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

1 号 2 号 1 号 2 号 1 号 2 号 1 号 2 号 1 号 2 号 

① 量の見込み 市計 13,369 70,802 12,722 70,826 11,807 69,257 11,116 69,061 10,566 68,816 

量
の
見
込
み
の
内
訳 

人口集中地域 12,269 60,065 11,733 60,469 10,951 59,477 10,406 59,250 9,911 59,290 

志和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

黒瀬 488 7,634 475 7,632 420 7,432 398 7,455 369 7,381 

福富 65 0 65 0 65 0 45 0 44 0 

豊栄 65 0 65 0 65 0 45 0 44 0 

河内 208 1,363 153 1,174 110 985 78 989 77 979 

安芸津 274 1,740 231 1,551 196 1,363 144 1,367 121 1,166 

② 確保の内容 市計 13,369 70,802 12,722 70,826 11,807 69,257 11,116 69,061 10,566 68,816 

確
保
の
内
容
の
内
訳 

人口集中地域 12,269 60,065 11,733 60,469 10,951 59,477 10,406 59,250 9,911 59,290 

志和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

黒瀬 488 7,634 475 7,632 420 7,432 398 7,455 369 7,381 

福富 65 0 65 0 65 0 45 0 44 0 

豊栄 65 0 65 0 65 0 45 0 44 0 

河内 208 1,363 153 1,174 110 985 78 989 77 979 

安芸津 274 1,740 231 1,551 196 1,363 144 1,367 121 1,166 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

利用者の減少は、新型コロナウイルス感染症の影響によるものであるため、見直しは行わ

ない。 

但し、一部の利用が増加している地域については、利用実態に応じた見直しを行う。 

 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 83,548 36,388 -47,160 （ -56.4% ）

②確保の内容　市計 83,548 36,388 -47,160 （ -56.4% ）

乖離の状況
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◆子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター）＜就学児童＞ 

≪確保の内容≫ 
 育児の援助を受けることを希望する人と援助を行いたい人が、それぞれ会員とし

て助け合う事業において、就学児童の放課後の子育て支援のニーズに対応します。 

［一時預かり事業の量の見込みと確保方策］ 

 

（ファミリー・サポート・センター事業） 

（単位：人回/年） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度
（2022 年度） 

令和５年度
（2023 年度） 

令和６年度
（2024 年度） 

① 量の見込み 市計 1,056 1,050 1,037 1,044 1,037 

量の 
見込み
の内訳 

低学年 817 814 808 815 797 

高学年 239 236 229 229 240 

② 確保の内容 市計 1,056 1,050 1,037 1,044 1,037 

確保の
内容の
内訳 

低学年 817 814 808 815 797 

高学年 239 236 229 229 240 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

 

ク 病児保育事業 
病児について、病院・保育所（園）等に付設された専用スペース等において、看護

師等が一時的に保育等を行う事業です。 

≪確保の内容≫ 
 病児・病後児を受け入れる体制を確保し、病児保育のニーズに対応します。 

［病児保育事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：人日/年） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

① 量の見込み 3,774 3,853 3,879 3,890 3,899 

② 確保の内容 3,774 3,853 3,879 3,890 3,899 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行わない 

利用者の減少は、新型コロナウイルス感染症による利用制限を行ったことによるもの

であるため、見直しを行わない。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 3,853 952 -2,901 （ -75.3% ）

②確保の内容　市計 3,853 952 -2,901 （ -75.3% ）

乖離の状況

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

依頼会員の状況変化により利用が増加しているため、実態に応じた見直しを行う。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 1,050 1,972 922 （ 87.8% ）

②確保の内容　市計 1,050 1,972 922 （ 87.8% ）

乖離の状況
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ケ 延⻑保育事業 
保育認定を受けた子どもについて、通常の利用日及び利用時間以外の日及び時間に

おいて、認定こども園、保育所（園）等において保育を実施する事業です。 

≪確保の内容≫ 
 新規開設を予定している保育所（園）に対しては、実施を必須として協議を行い

ます。 

［延長保育事業の量の見込みと確保方策］ 

（単位：人） 

 令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度
（2022 年度） 

令和５年度
（2023 年度） 

令和６年度
（2024 年度） 

① 量の見込み 市計 1,183 1,202 1,211 1,212 1,215 

量
の
見
込
み
の
内
訳 

西条北部 560 577 588 595 601 

西条南部 130 133 135 136 141 

八本松 207 212 216 216 214 

志和 15 14 14 14 14 

高屋 142 138 132 127 124 

黒瀬 76 78 76 76 74 

福富 7 7 8 8 8 

豊栄 7 7 8 7 8 

河内 16 14 13 13 13 

安芸津 23 22 21 20 18 

② 確保の内容 市計 1,183 1,202 1,211 1,212 1,215 

確
保
の
内
容
の
内
訳 

西条北部 560 577 588 595 601 

西条南部 130 133 135 136 141 

八本松 207 212 216 216 214 

志和 15 14 14 14 14 

高屋 142 138 132 127 124 

黒瀬 76 78 76 76 74 

福富 7 7 8 8 8 

豊栄 7 7 8 7 8 

河内 16 14 13 13 13 

安芸津 23 22 21 20 18 

達成状況（②-①） 0 0 0 0 0 

  

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

西条、高屋地域等でで利用者が増加しており、圏域ごとの利用実態に応じた見直しを

行う。 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 1,202 1,703 501 （ 41.7% ）

②確保の内容　市計 1,202 1,703 501 （ 41.7% ）

乖離の状況
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コ 放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業） 

小学校に就学している児童であって、その保護者が就労などにより昼間家庭にいな

い児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室などを利用して適切な遊びや生活の

場を提供し、健全な育成を図る事業です。 

本市では、小学校全学年の児童を対象として、33 小学校区において放課後児童ク

ラブを運営していますが、西条地区、八本松地区を中心とした一部の小学校区で施設

定員に余裕がない状態となっています。さらに、夏季休業中のみの受入も行っており、

多数の児童が利用しています。また、児童数に占める利用率は年々上昇を続けており、

今後もこの傾向が続くことが見込まれます。 

待機児童発生の見込まれる小学校区においては、小学校余裕教室の活用、又は民間

事業者との連携・協力により児童の受入を行います。 

≪確保の内容≫ 
 把握した利用動向や地域特性を踏まえ、受け皿を確保し、本計画期間内に必要な

供給量を確保します。 

［放課後児童クラブの量の見込みと確保方策］ 

（単位：人） 

区域 区分 
令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

西条 

① 量の見込み 240  236  228  227  226  

② 確保の内容 200  200  200  200  200  

達成状況（②-①） -40  -36  -28  -27  -26  

寺西 

① 量の見込み 134  142  152  157  157  

② 確保の内容 115 115 115 115 115 

達成状況（②-①） -19 -27 -37 -42 -42 

郷田 

① 量の見込み 93  100  104  102  98  

② 確保の内容 80  80  80  80  80  

達成状況（②-①） -13  -20  -24  -22  -18  

板城 

① 量の見込み 112  105  107  108  104  

② 確保の内容 115  115  115  115  115  

達成状況（②-①） 3  10  8  7  11  

三永 

① 量の見込み 76  85  90  98  103  

② 確保の内容 70  70  70  70  70  

達成状況（②-①） -6  -15  -20  -28  -33  

東西条 

① 量の見込み 129  126  134  139  147  

② 確保の内容 160  160  160  160  160  

達成状況（②-①） 31  34  26  21  13  

平岩 

① 量の見込み 115  122  131  136  149  

② 確保の内容 100  100  100  100  100  

達成状況（②-①） -15  -22  -31  -36  -49  

御薗宇 

① 量の見込み 104  110  123  133  144  

② 確保の内容 110  110  110  110  110  

達成状況（②-①） 6  0  -13  -23  -34  

三ツ城 

① 量の見込み 166  169  169  174  172  

② 確保の内容 160 160 160 160 160 

達成状況（②-①） -6 -9 -9 -14 -12 
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区域 区分 
令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

龍王 

① 量の見込み 212  230  237  254  256  

② 確保の内容 200  200  200  200  200  

達成状況（②-①） -12  -30  -37  -54  -56  

川上 

① 量の見込み 210  201  209  215  226  

② 確保の内容 120  120  120  120  120  

達成状況（②-①） -90  -81  -89  -95  -106  

原 

① 量の見込み 45  47  47  53  51  

② 確保の内容 40  40  40  40  40  

達成状況（②-①） -5  -7  -7  -13  -11  

吉川 

① 量の見込み 12  11  10  9  9  

② 確保の内容 40  40  40  40  40  

達成状況（②-①） 28  29  30  31  31  

八本松 

① 量の見込み 179  163  157  152  157  

② 確保の内容 130  130  130  130  130  

達成状況（②-①） -49  -33  -27  -22  -27  

西志和 

① 量の見込み 37  35  31  32  29  

② 確保の内容 48  48  48  48  48  

達成状況（②-①） 11  13  17  16  19  

東志和 

① 量の見込み - - - - - 

② 確保の内容 - - - - - 

達成状況（②-①） - - - - - 

小谷 

① 量の見込み 63  64  59  52  42  

② 確保の内容 80  80  80  80  80  

達成状況（②-①） 17  16  21  28  38  

高屋東 

① 量の見込み 45  44  41  41  38  

② 確保の内容 70  70  70  70  70  

達成状況（②-①） 25  26  29  29  32  

高屋西 

① 量の見込み 211  211  212  212  219  

② 確保の内容 234  234  234  234  234  

達成状況（②-①） 23  23  22  22  15  

造賀 

① 量の見込み 24  25  23  20  21  

② 確保の内容 40  40  40  40  40  

達成状況（②-①） 16  15  17  20  19  

高美が丘 

① 量の見込み 145  137  126  122  116  

② 確保の内容 135  135  135  135  135  

達成状況（②-①） -10  -2  9  13  19  

板城西 

① 量の見込み 25  19  19  16  16  

② 確保の内容 45  45  45  45  45  

達成状況（②-①） 20  26  26  29  29  

上黒瀬 

① 量の見込み 24  23  22  21  22  

② 確保の内容 45  45  45  45  45  

達成状況（②-①） 21  22  23  24  23  

乃美尾 

① 量の見込み 22  22  21  17  19  

② 確保の内容 45  45  45  45  45  

達成状況（②-①） 23  23  24  28  26  

中黒瀬 

① 量の見込み 122  122  123  124  120  

② 確保の内容 120  120  120  120  120  

達成状況（②-①） -2  -2  -3  -4  0  

下黒瀬 

① 量の見込み 78  72  70  69  68  

② 確保の内容 85  85  85  85  85  

達成状況（②-①） 7  13  15  16  17  
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区分 
令和２年度 
（2020 年度） 

令和３年度 
（2021 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

令和５年度 
（2023 年度） 

令和６年度 
（2024 年度） 

竹仁 
久芳 

① 量の見込み 24  23  22  19  18  

② 確保の内容 35  35  35  35  35  

達成状況（②-①） 11  12  13  16  17  

豊栄 

① 量の見込み 31  31  33  32  27  

② 確保の内容 40  40  40  40  40  

達成状況（②-①） 9  9  7  8  13  

河内 

① 量の見込み 28  29  28  32  26  

② 確保の内容 78  78  78 78  78  

達成状況（②-①） 50  49  50  46  52  

入野 

① 量の見込み 44  43  43  34  33  

② 確保の内容 40  40  40  40  40  

達成状況（②-①） -4  -3  -3  6  7  

木谷 

① 量の見込み 16  17  21  20  19  

② 確保の内容 15  15  15  15  15  

達成状況（②-①） -1  -2  -6  -5  -4  

三津 

① 量の見込み 24  24  26  25  24  

② 確保の内容 40  40  40  40  40  

達成状況（②-①） 16  16  14  15  16  

風早 

① 量の見込み 31  29  30  30  33  

② 確保の内容 55  55  55  55  55  

達成状況（②-①） 24  26  25  25  22  

市全体 

① 量の見込み 2,821  2,817  2,848  2,875  2,889  

② 確保の内容 2,890 2,890 2,890 2,890 2,890 

達成状況（②-①） 69 73 42 15 1 

✳東志和は、前回の計画のとおり、近接する私立保育園が小学生の受入事業を実施しているため、市の放課後児童

クラブは設置していません。 

✳福富区域、志和区域及び河内区域については、小中一体型施設が整った際に、量の見込み及び確保内容を見直

す可能性があります。 

 

≪計画と実績の乖離の状況≫ 

 

≪見直し方針≫  見直しを行う 

利用者の減少は、新型コロナウイルス感染症の影響によるものである。確保の内容

（供給量）は現行計画でも充足しているため、全体的な見直しは行わない。 

但し、小学校の統合に伴う定員の変更が生じる地域（西志和・河内）については、見直

しを行う。 

 

区分 計画 実績

①量の見込み　市計 1,882 1,566 -316 （ -16.8% ）

②確保の内容　市計 1,882 1,566 -316 （ -16.8% ）

乖離の状況


